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秋もいよいよ本格的になってまいりました。１年 10/23(水)４校時。プ
間で最も長い２学期も、あと約２ヶ月。子供たちの ロの音楽家や声色俳優と
姿をよく見つめ、成長したところをほめ、もう少し いったアーティストをお
のところは励まし、さらに確かな力と心を育てたい 招きし、全校で演奏や音
と思っています。 読を鑑賞しました。
子供たちの心を育て、力を伸ばすために大切なこ 子供たちがよく知って

と、それは「自信」をつけてやることです。 いるディズニー映画のテ
子供たち一人一人には、頑張ったことやできるよ ーマ曲や「パプリカ」等のヒット曲、そして「３

うになったことがいろいろあります。その姿を見つ 枚のお札」の音楽物語など、親しみやすい内容が
め、小さな良さからほめて認めることで「自信」に 盛りだくさんでしたので、会場(体育館)では自然
つなげていけたらと考えます。特に、その子が継続 に手拍子や歌声が響き、とても心地よく楽しい時
して取り組み、習慣化できていることは、大いにほ 間を過ごすことができました。
めたいものです。「自信」は次への意欲はもちろ 演奏会後は、ちょうど

ん、さらなる力の発揮にもつなが 給食の時間でしたので、
ります。何よりも自分自身（命） ５、６年生の子供たちが
を大切にすることになります。 アーティストの皆さんと
子供たちの成長に対する喜びを 一緒に食事をさせていた

「○○ができるようになってすごい だきました。こちらもき
ね」などの温かい言葉で、ぜひ届 っといい思い出になった
けてみてください。そうすればき ことでしょう。
っと、みんな笑顔いっぱいに
「命」を輝かせることでしょう。

10/28(月)には、６年生
が稲刈りを行いました。
子供たちは、鎌でザクザ

「麓小がもっとよりよい クと稲を刈る感触を味わ
学校になってほしい」と いながら、張り切って作
いう児童会(運営委員会) 業を行っていました。子
の提案で、10/29(火) の 供たち自身は、田植えと
６校時に代表委員会が開 稲刈りだけの体験しか味
かれました。 わっていませんが、稲が大きくなるまでには農家
議題は「麓小レベルアッ の方のたくさんの手間や苦労があることを忘れな

プ計画」。４年生以上の各 いでほしいと思います。ご協力いただいたＪＡの
クラスと各委員会の代表の子供たちが、事前に検討 皆さん、本当にありがとうございました。
したアイデアを持ちより、協議の結果、次のような
ことが決まりました。
◎ あいさつスローガン
あいての目を見て 【県文集「きらり」】
いつでも どこでも だれにでも
さいこうの あいさつを きらり賞 ３年 百田 悠眞 さん

つねに心がけて
「持っていけないランドセル」

日(に)こにこ 笑顔で
５年 三橋 彩花 さん

本気で 「私たちのヒーロー」

一番をめざす ふもとっ子
◎ 正しい廊下歩行について 特 選 １年 福江 明花 さん

・給食の時間に放送で呼びかける。 「あきの日」

・放送の最後にアドバイスを付け加える。
２年 野口 百誉 さん

・６年生が見本を見せる。 「わたしのミニトマト」

◎ 落とし物を減らすために ４年 福山 莉子 さん

・ポスターや放送で呼びかける。
「目が不自由な人のために

◎ 帽子や名札を忘れないために できること」

・帰りの会で確かめる。
６年 於保 夏萌 さん

・班長が調べて注意する。
「『地球の肺』を守る」

・ポスターや放送で呼びかける。 など
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アウトリーチ演奏会良さをほめ、自信へ繋げましょう

入賞おめでとう

稲刈り体験(６年生)




